
老年性胃潰瘍治療をめぐる
問題点
　老年患者では胃酸分泌の低下や胃粘膜固有腺の萎縮を認めることが

　あり、胃酸分泌抑制剤の投与量には十分な配慮を

　
　
　

郎
仁

三澤
近
中
山

　
は
じ
め
に

　
本
邦
に
お
け
る
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
、
日
常
診
療
に

お
い
て
老
年
者
胃
潰
瘍
患
者
を
診
察
す
る
機
会
が
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
消
化
性
潰
瘍
の
発
生
に
は
胃
酸
分
泌
が

大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
治

　
　
　
　

療
に
は
H
受
容
体
拮
抗
剤
を
中
心
と
し
た
胃
酸
分
泌
抑
制

剤
が
第
一
選
択
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果

も
確
立
し
て
い
る
。
し
か
し
老
年
者
で
は
、
胃
粘
膜
固
有

腺
の
萎
縮
の
た
め
胃
酸
分
泌
の
低
下
も
み
ら
れ
、
若
年
者

と
は
そ
の
病
態
を
や
や
異
に
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
老
年
者
胃
潰
瘍
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
老
年
者
胃
潰
瘍
の
臨
床
的
特
徴

　
ω
年
齢
分
布

　
過
去
三
年
問
に
当
院
を
受
診
し
た
胃
潰
瘍
患
者
一
八
五

例
の
年
齢
分
布
を
み
る
と
、
二
〇
歳
代
三
・
八
％
、
三
〇

歳
代
一
〇
・
八
％
、
四
〇
歳
代
二
二
・
七
％
、
五
〇
歳
代

二
三
・
二
％
、
六
〇
歳
代
一
七
・
八
％
、
七
〇
歳
代
一
七
・

三
％
、
八
○
歳
代
四
・
三
％
と
、
五
〇
歳
代
に
ピ
ー
ク
が
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あ
る
が
、
六
五
歳
以
上
の
老
年
者
が
二
七
・
六
％
と
高
率

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
環
境
の
複
雑
化
な
ど
に
よ
る
精

神
的
な
ス
ト
レ
ス
や
併
存
疾
患
に
対
す
る
薬
物
投
与
な
ど

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
性
別
で
は
老
年
に
な
る

に
従
い
、
女
性
の
比
率
が
増
加
し
て
い
た
。

　
②
臨
床
症
状

　
胃
潰
瘍
の
臨
床
症
状
は
、
腹
痛
・
胸
や
け
な
ど
の
上
腹

部
症
状
を
認
め
た
も
の
、
吐
血
・
下
血
ま
た
は
タ
ー
ル
便

な
ど
の
出
血
症
状
を
認
め
た
も
の
、
症
状
を
認
め
な
か
っ

た
も
の
に
分
け
て
み
る
と
、
老
年
者
で
は
若
年
者
に
比
べ

て
、
上
腹
部
症
状
を
訴
え
た
も
の
が
少
な
く
、
無
愁
訴
の

症
例
が
か
な
り
多
く
認
め
ら
れ
た
。
逆
に
吐
血
・
下
血
な

ど
の
出
血
症
状
で
は
、
重
症
な
も
の
が
老
年
者
に
多
く
み

ら
れ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
自
覚
症
状
が
少
な
い
割
に
重
篤
な
臨
床
症

状
を
呈
す
る
の
が
老
年
者
の
特
徴
で
あ
り
、
診
察
す
る
際

に
注
意
を
要
す
る
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
③
胃
潰
瘍
の
発
生
部
位

　
胃
潰
瘍
の
局
在
部
位
を
六
五
歳
以
上
の
老
年
者
五
一
例

七
七
病
変
で
み
る
と
、
前
庭
部
一
〇
個
（
二
二
％
）
、
胃
角

部
一
三
個
（
一
七
％
）
、
体
下
部
一
七
個
（
二
二
％
）
、
体

中
部
二
〇
個
（
二
六
％
）
、
体
上
部
一
七
個
（
二
二
％
）
で

あ
り
、
従
来
の
報
告
通
り
、
老
年
者
の
胃
潰
瘍
は
体
中
部

よ
り
上
部
に
発
生
す
る
も
の
が
約
半
数
を
占
め
、
若
年
者

に
比
し
て
高
位
に
発
生
す
る
例
が
多
く
な
る
傾
向
が
み
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、
加
齢
に
伴
い
胃
粘
膜
固
有
腺
の
萎
縮
が

進
展
し
、
腺
境
界
が
胃
の
上
方
に
移
行
す
る
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。

　
老
年
者
胃
潰
瘍
患
者
の
酸
分
泌
能

　
ω
二
四
時
間
胃
内
酬
測
定
に
よ
る
胃
酸
分
泌
状
態
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
察
と
腺
境
界

　
微
小
電
極
を
胃
内
に
挿
入
し
二
四
時
間
連
続
し
て
胃
内

田
の
測
定
を
行
う
田
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
胃
内
の
生
理
的

な
酸
性
環
境
を
知
る
有
用
な
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
、

薬
剤
非
投
与
時
の
酸
分
泌
の
状
態
を
老
年
者
胃
潰
瘍
患
者

（881）
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①薬剤非投与時の老年者と若年者の胃酸分泌状態の比較

　　N．S．

「「
　P＜0．05

「1
（％）

100

pH
　3

　1

H　50
T

若年者　老年者
（n＝20）　　　（n二17）

　　（夜間）

若年者　老年者
（n二20）　　　（n＝17）

　　（日中〉

一
七
例
と
若
年
者
胃
潰
瘍
患
者
二
〇
例
を
対
比
し
、
岡
3

1
H
T
で
検
討
し
て
み
る
と
、
老
年
者
で
は
若
年
者
に
比

し
て
、
日
中
で
は
有
意
差
を
も
っ
て
胃
内
岡
が
高
値
を
示

し
た
。
夜
間
で
は
老
年
者
が
若
年
者
よ
り
や
や
高
値
を
示

し
た
が
、
有
意
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
（
図
①
）
。
こ
れ
に

よ
り
、
老
年
者
の
胃
潰
瘍
患
者
は
す
で
に
酸
分
泌
が
低
下

し
た
状
態
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
老
年
者
胃
潰
瘍
患
者
一
七
例
に
内
視
鏡
的
に
コ

ン
ゴ
ー
レ
ッ
ド
を
散
布
し
て
腺
境
界
を
観
察
す
る
と
、
多

く
の
症
例
に
お
い
て
胃
粘
膜
固
有
腺
の
強
い
萎
縮
が
み
ら

れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
強
い
萎
縮
を
示
し
た
症
例
は
、

胃
内
田
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
低
酸
を
示
し
、
内
視
鏡
的
に

腺
境
界
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
酸
分
泌
能
を
推
測
す

る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

　
②
抗
潰
瘍
剤
の
投
与
方
法

　
さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
老
年
者
胃
潰
瘍
患
者
の
胃

酸
分
泌
能
は
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
が
、
実

際
の
臨
床
の
場
に
お
い
て
、
初
期
治
療
に
第
一
選
択
薬
と
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②老年者におけるRanitidine150mgおよび300mg投与時のpH3－HTの比較

　　　（％）r　　　一Ng　r　　　 i

一

1

　　　「凡s「　　i

：
：
：
：
：
：
：
：
旨
：
：
：
：
：
：
：
1

i　　「凡Sr
100

pH
　3

　1

H　50
T

150mg　　300㎎

　1（12hr～24hr）

150㎎　　　300㎎

（投与直後～12hr）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
H
受
容
体
拮
抗
剤
の
投
与
量
は
、

酸
分
泌
が
著
明
で
あ
る
若
年
者
や
、
加
齢
に
よ
り
粘
膜
萎

縮
が
進
展
し
酸
分
泌
が
低
下
し
て
い
る
老
年
者
に
お
い
て

も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
胃
粘
膜
固
有
腺
の
著

明
な
萎
縮
を
示
し
た
九
例
に
お
い
て
、
ラ
ニ
チ
ジ
ン
一
五

〇
㎎
一
日
一
回
投
与
時
お
よ
び
三
〇
〇
㎎
一
日
一
回
投
与

時
に
田
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
田
3
－
H
T
で
両
者
の

酸
分
泌
抑
制
状
態
の
比
較
を
行
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
差
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
図
②
）
。
治
療
経
過
は
全
例
八
週
以

内
に
速
や
か
に
治
癒
し
良
好
で
あ
っ
た
。

　
胃
酸
分
泌
の
低
下
し
た
老
年
者
の
胃
潰
瘍
治
療
に
お
い

て
も
、
酸
分
泌
抑
制
剤
の
投
与
に
よ
り
、
さ
ら
に
胃
内
田

を
一
定
時
問
上
昇
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

胃
粘
膜
固
有
腺
の
萎
縮
の
強
い
患
者
で
は
、
通
常
投
与
量

の
半
量
で
十
分
な
酸
分
泌
抑
制
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と

　
　
　
　
り

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
老
年
者
の
胃
潰
瘍
で
は
、
攻
撃
因

子
よ
り
も
防
御
因
子
の
減
弱
が
よ
り
大
き
い
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
胃
酸
分
泌
抑
制
剤
に
粘
膜
防
御
因
子
増
強
剤
を

併
用
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

　
老
年
者
胃
潰
瘍
患
者
は
非
定
型
的
な
症
状
、
多
彩
な
合

併
症
ま
た
は
全
身
機
能
の
低
下
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
も
多

く
、
臨
床
的
に
多
く
の
問
題
点
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
老
年
者
胃
潰
瘍
患
者
の
治
療
に
際
し
て
は
、
そ
の

胃
粘
膜
固
有
腺
の
萎
縮
状
態
あ
る
い
は
胃
酸
分
泌
能
を
把

握
し
、
胃
酸
分
泌
抑
制
剤
の
投
与
量
を
調
節
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
第
二
病
院
　
教
授
　
内
科
学
）

＊
（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
第
二
病
院
　
講
師
　
内
科
学
）

文
献
D
山
近
　
仁
、
中
澤
三
郎
ら
”
二
四
時
間
田
モ
ニ
タ
ー
と
腺
境
界

　
か
ら
み
た
高
齢
者
胃
潰
瘍
患
者
の
胃
酸
分
泌
能
の
検
討
、
老
年

　
消
化
器
病
、
四
、
一
二
～
二
七
（
一
九
九
二
）

次号予告・老年処方　up－to－date

　　　　　　（敬称略）
老年者薬物治療の原則

　　蔵本　築　東京都老人医療センター

老年者の病態と薬物代謝

　　　　　　　村井淳志　高知愛和病院

老年者とコンプライアンス

　　　　　　　　関　顕虎の門病院
副作用への対応

　　　　　　伊藤宗元　元慶鷹義塾大学

処方の実際一私の治療方針

脳梗塞後遺症

　　　　成川弘治　国立療養所宮城病院

虚血性心疾患

　上田慶二東京都多摩老人医療センター

不整脈　　小川聡慶鷹義塾大学
高血圧症　　　　　荻原俊男　大阪大学

気管支喘息　江頭洋祐　公立玉名中央病院

胃炎・胃潰瘍　　西元寺克禮　北里大学

貧血

　森真由美東京都老人医療センター
骨粗籟症　　　井上哲郎　浜松医科大学

変形性膝関節症　　守屋秀繁　千葉大学

排尿障害　　　　　河邉香月　東京大学

難聴　　　　　大内利昭　慶鷹義塾大学

老年者のうつ状態の治療

　　　　　　　小林祥泰　島根医科大学

睡眠障害

　大川匡子　国立精神・神経センター

　　　　　　　　　　　精神保健研究所

皮膚療痒症

　　山本達雄　東京都老人医療センター
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